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脂質代謝に及ぼす下垂体前業ホルモンの影響 … ー ー － －－－… －ー松






合有量に及ぼす影響についてー －ー－－ ・・e・…・・・・・ ・・… …・・一 － －足
正常副腎p アルドステロン症及び褐色細胞腫の副腎神経組織学的研究－ … .... 青
勝臓に於ける神経組織学的並に神経病理学的研究.・e… ーー ・ー…ーー… 大
アウエルパッハ氏神経叢の膨脱及び卵巣への移植並びに移権神経叢の消長に関
する組織学的研究 ー…・・・ーー ーー ・…・… ・ー ー ．， … ・・・・・・…野
皮鴎電気抵抗と皮温の測定による内臓・皮膚相互作用にかんする臨床的および
実験的研究… ・ー …－ .....・.....…… －……・い • • ..…・………中 野
内臓運動反射の筋電図学的研究ー ー…… ・－… ・ h ・・.... … … …………・古迫
位相差顕微鏡及び鍍銀法による神経線維の比較研究ー…－… ……・・....…・…・大 川
良性腫疹の神経組織学的研究 ・ー ーー .ー.・ H ・－－－ －ー e ・・...・ … …ー… ー ー吉野
乳腺腫蕩発生マウスの肝機能及び其の組織化学的変化に関する実験的研究・・ .・・林
乳腺盤蕩患者の尿中 17-hydroxycorticoids排池値に関する内分泌学的研究・ー・ ・ー …副
骨格筋終板及びその核について・・…・・H ・H ・ー ・ ……－－ー ーー ・・ーーー－………・・井
骨格筋における運動神経終末の再生に関する実験的研究 ー・… －－・…………－ーー…一井
非経口的脂質輸入時に於けるアスコルピン酸の意義に関する実験的研究… ・・・・・・・ 徐
肝性反射に関する実験的研究 ーー ……・ー ・ － ー…・…… －ー ー・…－－－…・いい 沖
全割j切片標本による乳腺腫疹の病理組織学的研究… ・ー … ........…・・・・……・…・佐
腹腔内癒着防止に関する実験的研究……－－－－… …・ぃ・… ー … …… …ーー・ー 間ー





















































































Weil-Malherdc and Bone j去による血清中 Catecholamine定量法及びその
3, 4の応用について…ー …・ー ・・・ー … 一 一 一一一ー・ー ー一 ・ーー …・・・一－杉 谷 章（3793)
臨床
脳性小児麻庫の脳病変ー一……・・………・…・…・…・…………・….........…………高橋哲良（ 248) 
全身熱湯冶験例……ー…… 一...・H・－・・・…・・・・…....・H ・－－ －－…．．．，・…・…・一大 矢 英次郎（ 257) 
冠不全症に対する Cardio-pneumonopexyの経験……・……ー・・…....…・…ー荻野舜亮 他（ 262) 
僧帽弁狭窄に対する交連切関前後の心内圧変動・ーーーーー… …一…ーー・・・・－…荻野舜亮他（ 607) 
全身熱傷治験例ー ・ー・…・ー － －－－…一一一一…・…－ 一 － 一 ーー・ー … 大矢英次郎（ 614) 
悪性黒色腫の7例…ー…一 ーー ・ー…・・・・・・ ・・……………・ーー…ー・.....…一一中村 昂他（ 638〕
放射性同位元素 p32の臨床的応用経験第I編p 第E編・………… .....……・・…九間外喜雄他（ 966) 
輸血後のいわゆる血清肝炎について ー－－－－－－一...... ……一・・・・H ・－－－－ 鈴ー木昭 二他 （979) 
硬漠内ミエログラフィー の臨床的意義の検討..... ・・………・ぃ・………・……－－－吉峰泰夫他（1429)
急性虫垂炎に於ける右側鼠陵部知覚過敏帯に就いて・…...............一・・・・・ …一沖 野 純他（1887)
正常日本人 Elsberg-Dyke曲線とその臨床的価値一…－－ ・ー ・・ぃー ・ー ・・・…ー 土 田精 一 （1890)
乳児期先天股脱の治療成績に就いて…・.. E ・・..... －ー ・－………一一太田 吾朗 (1899)
上腕骨小頭核に見た無菌性骨壊死症のレ線学的追求所見ー ・ー・・……・ー … ……・・ －一小寺寿治他（2375)
脳グリオームの手術成績・・・・・ ・ぃー ー…一…・……ーー……………一一安藤協三他（2381)
胃液 Ninhydrine反応（田崎）の本態に関する 2,3の知見・…一ー.........………一…・・・・・究 守 （2868)
食道再建術における Heimlich-Gavriliu術式に関する 2,3の検討ーー…………ー・松尾 裕他（3376)
症例
前脊髄動脈閉塞症候群の2例 ω ・…・・…....・ H ・－一……ー… ・…………・一一ー…小島稔豊他（ 274) 
橋本氏病の 1例一一……・………ー …一…… － －ー・ー ・ー －－－－－……－－－渡 辺昭 一他（ 280) 
肺化膿症の l例ー 一… 一一 ・ ..…一...・ー ・…・……ー 一 ・ー …ー …・……・・…天沼 史他（ 285) 
開胸術後に大量の消化管出血を見た l例 ・ぃ……・・………ー……・.......…・……・隠岐和彦他（ 288) 
胃線維筋腫の l例ー・・ ・・・・・・・ー ・ー………………ー…………………・・井谷幹ー他（ 291) 
腸閉塞様症状を呈した迷入豚の 1例－－－……ー ………………・....…・・ ・・荒井 英他 （294) 
直腸肉腫を疑わせた未分化直腸癌の 1例－一 …...・H ・－－…・……………………・・…・ー恒 川謙 吾他 （297) 
晩期直腸癌に対する骨盤臓器全別除の l例ーー －ー ・ー…・・………・・0・ーー…… …ー…・・西本勝美他（ 301) 
鼠径ヘルニア及ぴ子宮附属器麗蕩と誤診せる子宮円靭帯静脈痛の l例一…－一－…－－伊勢田幸彦他 （306) 
ペニシリン・ショックの 1症例について・…・ー……………………………………………安井 満他 （308) 
脊椎練突起カリエスの l例・・ー ω一一…・…・…一－－……－－…－ー ー ・・・・・・・・・・・・太田吾朗（ 313) 
長期間観察し得た血友病性関節症の2例－－ 一…・……………… …… .ー..・ a・－－…・今井靖博 他 （317) 
馬尾神経腫蕩（真珠種）の 1治験例…・ … …一一…一・..........B ・・－… ・・・・・伊藤 孝他（ 645) 
交感神経再手術によって好転したBurger氏病の2症例・…・………・…一… ・ーー … ・諸 国 安 夫（ 649) 
唾液腺混合腫疹の3例…・ーー一… ー ・ ・ …ーー …・・…・…・……・ー・…………・恒川 謙吾他（ 652) 
皮脂腺々腫の l例 －－ー ーー ……… ・…・……… ・ー ・ー・ ・・… …・…一－－一池上 潔（ 657) 
乳房美容成形後の再手術2例…・… …ー…’一－－ ......………一……・… ・ー佐藤照夫他（ 660) 
陳旧性心筋使塞に対する CardiopericardiopexyのI例ーー…ー…....・・ー ・ー ……ー武内敦郎他（ 664) 
閉鎖的経心室的弁膜切関手伝を行なった純型肺動脈弁狭窄のl例…… －…－ ……・川島貞昭他（ 670) 
解縫性大動脈癒の 1例ー－－一ー ・ー……・・ ・・・・・・・・…ー…・……・…....・H ・－………高山 晴夫 他（ 676) 
肺葉切除による悪性繊毛上皮腫肺転移の治験例－－－－－－…－ ・ ・・H ・H ・－ー・・…・…杉浦純 宣他（ 680) 
存在稀有なる肝腺腫の I治験例……・－一一・・…........…… ー…－……….....坂本敬三 他（ 684) 
腸管褒腫様気腫の l例 －……・…・・……・・…・…・・…一………・一－……H ・H ・－－一一－金沢百合子他（ 687) 
胎生的腎臓混合腫蕩（所謂 Wlims腫疹）の3例..・ H ・－……….....・ H ・...・ H ・...・ H ・－・佐々 木和昭他（ 690) 
6 
・・堀尾 資郎他（ 697) 巨大卵巣褒腫の l例－
…古 川 恵庸（ 700) 先天性勝脱外翻症の 1例・．
杉ー 本雄三他（ 702) 女性水腫の3例一
病的骨折を初徴とした脊髄携性関節症例……－－ …・一－… －… ……・ー…・・ ・ー谷 田 部貞男（ 706) 
Pa yr氏病p 移動性長S字状結腸症を伴った腸間膜動脈性十二指腸狭窄症の l例司ー ・…・世 良敏行他（ 987) 
・・・↑亘川｜謙吾他 （994) 耳下腺粘表皮癌の 1例…・
｛曽帽弁交連切開後過高熱を来した 1例・・……－…－一 一一一一－…・… 一・・……・・ー ・佐々木 和昭他（ 997) 
胃に穿通した豚臓褒腫の1例ーー…－－………－ー …ー ・－……一 …ー ・・・・・・・・・・ ・・・・野 山々 明他 （1002)
胃潰疹大量吐血9例のだ祭 ・ーー …・ー ー…・・ー －－…・田 －ー－… ・ー …ー・ 4・・ 杉本雄三他 (1006)
アボット・ローソン二重管挿入に起因すると恩われる胃切除後空揚重積症の2例いーー端 野湾康他（1011〕
十二指腸閉塞をきたす 1つの要因… －－… 一 ー・・…－－ー…一・・・ー…ーー ・・・塚崎義人 他（1016)
広範な丹毒の l例…ー・・ー…・ー・・… 一…・－－……－－－－・ー…・－… ……・・…ー 杉本雄三他 （1020)
回盲部肉芽腫の 1例ー …ー －ー…一－－…....・H ・－……ー ….........ー…・ ー…… 一ー’池上 潔 (1023)
避妊術後に於ける卵巣妊娠の1例…・・・ ・… ・…一－… ・…・一……......…・・……－西田茂樹（1026)
真性半陰陽ぃ・ …・…ー …ー ... － －ー ・ー……－…・…ー ……・……・ー ・ー・ 一一武田 惇他（1029)
紅門括約筋を利用した直揚切断術の 1成功例・ー ………・…－ ...・H ・..・H ・－…・ー 高山 晴夫他 (1035)
頻発性両側性巨大腎結石の 1治験例・・ ・…ー・ー・・・ー・・ー …・……・ー…－ ・・ー …ー西村和夫 他 (1039)
僧帽弁狭窄に於ける肺及び左心耳の Biopsy所見…一………・・・……－・…....ー・・・八牧力 雄他 （1435〕
頭部外傷後の頭蓋内石灰化寵・ー…・…ー ・ ・…・ー … ・ ・・・…・・・・………・ ・・池 上 潔 (1443)
交連切開術後の心電図変化ー ・ー・・ 一－…・0 ・ー・ー・…・ー…－－ .........… －緒 方 武他（1447)
慶大整形外科27年間における脊椎腫湯…・・ … …・….................…ー…一…武井廉平 (1456)
重篤なるペニシリンアナフィラキシー性シ胃γクの l治験例…・・ー .ー........……菊 池 厚 (1461)
癌性化を思わせた KissingUlcerの1例について…一－－－－……...・ H ・－… ー… ・海本世 浩他 （1465)
胃蜂寓織炎の2例 …ー一 ・・ ーー …ー ーー ・ー・ ・・・ー・ …ー・・… －一－ － … ー 西村和夫 他 (1470)
細網肉腫症の部分現象として発生した胃細網肉腫の l例… － e ・e・・・・……一 －－内田 幸夫 (1475)
十二指腸潰疹を初発症状とせる多発性骨髄腫の 1例・・・・・・・…・ー・… 3・a… … ー西村 和夫他 (1480〕
下行脚および下方膝部外側に発生した十二指腸憩室の 1例・…・……・ぃ・・・一 …江 左舷 ー（1487)
肺嬢痘の穿破による腐敗性膿胸のl治験例… ・・ーーー ・・ ・ー ・ー 一一・0 ・… …伊勢田 幸彦他（1492)
稀有なる胆嚢捻転の l治験例・・……・ー －ー－ －ー ーー ・…………・…… ・ー ーー ・ 関ー 谷 慎 (1495)
生後9ヵ月の乳児の腸重積症に穿孔性虫垂炎を合併したl例 ・・一一 ・ー・E … …一一…吉野 位他 (1497)
S状結腸捻転症のレ線像について……一一・ー －一・・ー一.....・a・－一…・・・ー ・・・…ー・…一御 荘基信他 （1501)
インフンディプロー7 …・…・・・…・・ー ・ー・ ・…－ー ・…....…・ …..・H ・－… 石 井昌三他（1903)
Primary Aldosteronismの手術治験例ー・ ー－一一・…・・ ・・・・ ………ー・ー木 村 忠司他（1911)
勝脱亜全刻出後y 勝脱の再生を認められた l例…ー…………・…，H ・H ・－…………………原田 直彦他（1917)
広汎な硬膜p頭蓋骨及び頭皮の全欠損に対する筋膜及び皮膚の遊離移植……・…… … ・土倉 一郎 （1923)
脊髄液痩の処置 ・ ・ー ……………・…一一．．，．．．．．．．．．．・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・上 石 英 明 (1925) 
脊笹神経鞘腫の I例・。．・ー・・・目・・4・・・・・・・・・・ ・・目・・・・・ ・・‘・・・・ ・…...・H ・－－…杉浦 純 宣 他 (1929) 
橋本氏病の 1例・ー……..……・・………・ぃ・ …一...・e・－ － －… …・……－－－ －－伊 達 政 照他（1932)
中斜角筋々膜から発生した線維肉腫の l例 －－ －….......…・ ・……・……・……………土倉一郎他 (1936)
胃ボリープの4手術例・… ・・ ー… … …........ － ・ー … …………………… ・辻 秀 哉他 (1939)
胃筋腫の 1例……・・ －…… ・…・……...・..一… －－－ ー…・……・… ・＂＇・－－…・…・…緒方 武 他 (1947)
胃細網肉腫の 1例 ーー 一－ －…・…・… …….....・－ －－－－……‘…・…........…・・池上 潔他 （1951〕
新生児胃穿孔の 1手術例… 一......・H ・－・ … ・－－… e・ e ・ー・ー・・ …ーー ・…・－…宅問 舷（1955)
胃線維腫の I例・…...・a・－－－－ーーー ・ー・ ………....一…・ ・ － － 一・…・・・ ... .一…武田温雄他（1959)
7 
十二指腸結核症の1治験例 一ー－－…......・H ・－－－…・・…….....・H ・－－…..・H ・－－－…・・吉野 位他（1962)
大網の炎症性腫痛についてー・・ ・ 口一一ーー一一...........…－…… ....・ e・白御荘基 信他（1966)
腸間膜瞳癌の2例…・……・ぃ…..............…・ー…一－－ーー ……・ …… ....…・前田敏郎他（1973)
極めて複雑な経過を辿った興味のある肝硬変症の1剖検例一・0・・・・..，…ーー … …瀬藤晃一他（1976)
肝臓膿疹と誤認した興味ある原発性肝臓癌の1例 ......…－一一…・…・－－－－－ －吉野 位他（1980)
肇丸唾疹の3例…－一.....…・…・・ 一 …－…・…， ………ーー・・ー ・・・…・ ・一井谷 幹一他（1983)
ペニシリン注射後に発生した接種結核の 1例……………・0・…….....・………・0 ・土倉 一郎（1987)
頭部に於ける巨大な異所形成骨腫の 1例ー ・ ・ー....・ーー・ー ・ー ………・ー ・ー ー一満田久 和他（2391)
5才女児に見られた気管支佳褒彊の切除治験例 ーー ・ー υ ……・0・..・e・－一一 －－ 一鈴木昭二 他（2394)
19才女子に見られたいわゆる AI veolarze llenkarzi nom のl例・…・………・…ー・ 入ー江義明 他（2398)
肺葉切除後，術側の乳房の肥大を来した2例…・・・一一一ー…一，...…・・ーーー・・ー －－世良敏行他 （2403)
晩期乳癌に対するテストステロン療法の 1症例一 一ー 一…………・ ••• •• •••••••• 一野田文男（2410)
柿胃石の1例…… …... , ....一…・・……………・………… ・ー一－－…ーー・ …ーー ・ー 喜多幅知郎他 （2414)
腸管膜様包哀の 1例…ー…ー…ーー・ ・ー－…－… ・ー・・・ 一ー －一－－ 岸ー 本秀雄他（2417)
後腹膜遷蕩の4例……・・....…・・ー・...........－一－－－－－－－ 一 －－－… …ー－恒 川謙 吾他（2421〕
穿孔を来たした迷入副常に由来する原発性十二指腸乳頭下部癌の l剖検例・…….... 杉ー 本 雄三他（2429)
悪性彊疹と合併した虫垂卵管凄肉芽湿の 1例・・・ーーー 一ーー ・ー…・ …ー……・ー沖 野 純他 （2434)
直腸内皮細胞撞の 1例一一・・・・ ーー ーー・…………一. ーー… ・ーー ・ー ・ー ・松 尾 俗他（2438)
虫垂炎と誤られ易い卵巣出血について・・…・.・ベー・・ー ・ーー・ーベ ーー … ......ー ・・ 足ー立道五郎他（2442)
長期大出血の続いた所謂特発性腎出血の検討…・ ・田… …一－ ...…・・・ー ・ー近江 達他（2446)
虫垂手術後に於ける尿路給右の自然排出……ー……ー・ 4 ・ー －ー…・一一ー …－－ ・栗田昌治他（2452)
腹壁種癌と誤られた卵管破裂による後腹膜I血腫… .ー... ••••• •••• v・ ・ －… －－ 近江 逮（2455)
毛巣疾患 pilonidaldiseaseについてーー …・・・・・・・・…－－ ・ ・.....－－・……・・河村雄 一 他 （2458〕
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京都外科集談会
第350回例会ぃ一一 . ( 71) 
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血清脂蛋白 ・ー・ー 司ー 守・…・…・－…－－－－ ••••• 920 
血栓性静脈炎p 移動性 ・ー・・… ・0・0・…・・・・… 715
血栓性静脈炎…・…...・・ ……・・・・・・・・ •.• 717 
血中オプソニン・・・ー ・ーー ・・・ー ・E 目ー・・ ・ー ・1811, 2820 
血友症性関節症 …ー・・・・・ー … … e ・ ・・ 317
結腸切除p 右半… ........・…ー… ー ・1507 
ゲラチン・ スポンヂー ・ーー ・，．．ー・・ーー ・2193
主主筆毒－－ 一・ ・ ・ …ーー・ －ー ••• ・・・・2687 
コ
交感伸経，手術。.・…… …… －一一ー・0・・.・e・....649 
皐丸腫疹ー．，．．．ー ー .....一…… ・・1983
皐丸破裂.......・・・... ・・0・0 ・…・・・・ー .ー.711 
抗生剤…・ー ・… ・ ・ー・・・・・ー・・ー ーーー・2050,2075 
合成樹脂ー ーー ・・…ー ・ ・・・ ・...・・…・・・・・467,2193 
甲状腺ー ・・ ・ー ー ーーー ・ー・・ー ・ー3179,3411 
酵素化・み筋炎・骨髄炎・ ・ー い・・・ー … 1ー384
硬膜下出血F ・ e ・・ ・ ・・・・…・・・・・・1041.2476 
硬膜，頭蓋骨p 骨皮全欠損 …・一一－・ ••• 1923 
』工門括約筋・ー 一・ー ーー…．，．・ －ー ・・1035 
後勝脱種疹－…－－－…－－－……・…ー 日 一1506
後腹膜麗疹 … 一ー …ー・……・・・・ー ……2421
後腹膜血種ー・ • ・・…一一 ・・・・・・・・・・・・2455
抗利尿物質 1AOS1 －－一一ーー ーー2042
交連切開一 •• .• ・607, 997, 1417 
股調節結核・0 ・e ・ e ・ ・e ・27-15 
股利子山 外傷性一 ・ ・ー ・・ ＠ 目 ． ．，ーー2476
小亀清孝・・0・ ・ ・・ ・.... 1696 
黒色l毘，悪性・ ・・・・ ・ー一 －・0 ・ ・ー 一 638 
古迫清三・ー …ー …・…－－ －－… ー ・・3545
小島 稔！虫色 ー一 － －－ 一一...・82, 274 
骨菱縮・ •• 0 ・ ー •·••• ••• •••• •• ・・713
骨格筋 ・ e ・・・…・…・…・…・…・0・ー…2296,3654 
骨関節結核ーーー ー ・－－－一 …一ー … 714,2475 
骨腫p 移所形成・ーー・……一…・ーー・ ・ー0 ・2391
骨肉腫ーー ーー ………一 … ・ー ーー 1045 
骨褒噴ーー ーー ー・・ ・...・… ・ ・一・・ ー1505
骨の組織学均検索 ..・…・・・......…・…・・ぃ 113 
骨盤部外傷 ー ........・ ・e 一 一・・ー ・1505 
骨盤臓器全易除・ … ・・ ……・・ー・ー …－ 301 
骨重湯ー ーー ー・ーーー ・・ー －－－－ •• 15C5 
骨髄炎 ・0・............・・・…・ー …ー・一・・・1197, 1384 
骨折治癒一ー ー・ー・……一 ・・713,716, 2477 
骨折p 遷延治癒….....……・…… ..・ ••• ・-'・・1505 
コーチゾン・・0・ ・ ・ ・ー ・・ ・・・ー ・2476
小寺寿治・ー・・ ・・・. .... .…23U,2375 
後藤明彦ーー，...一・ ・ー・一一ー －ー •• ・・2478 
小林 善美ー ..… ・・0 ・・……ー……－ 1046 
小林祥悟......ーーー....・ ・・・………・ 4 ・・2465
ゴマ油乳剤，経静脈性注入 …・…… ・一 ・ー3028
昏 睡ー ・ー ・… …ー ・ー・ －ーー…・…….・56, 1511 
昏睡の神経生理学 ・ー
近藤鋭矢… ーー・… υ … …ーー ・・… …ー2473
近藤 茂ーー………ー ………・713, 714, 1505, 2475 
近藤祐之 ・・ ・ー........ー ・712, 717, 1043 
権藤 勇…・…ー ・ ー・……一 －ー－－ 717 
コリンエステラーゼ ・ーヲ・・・ー ・ー ・ー ・ ・ーー ・・・・・・2643
4ナ
斎藤 晃－－－－……・…－－－ ・1044, 1507 
斎藤隆司..… －－一一 ……...・2 ー一 ・2527
細絢肉腫症……… －－一 …ー・ー・・・715, 1475, 2880 
堺 浩一－ ……ー・・・… …・ー ー ー ーー 3121
酒井淳－ －………－－ －－……・…. 1507, 2478 
坂本敬三・ ……・……・ー ・…・…・… ー ー.684 
坂口昭五一－一一…一 ・ー… －－… ー… ー 1ー046
篠井 達良・・・・・・…・ーー ・ー… ぃ・・姐 ー ・2279 
佐々 十三和昭 －－ー ・4 ー …ー・ー・ ・ • ・・690, 997 
佐々木敬二ー・・ ー …－－ • 28~ I, 2886 
佐藤照夫・ー－ 一 ……ー・0・・・...… ・・660, 3727 
旦村紀作。 一… ．，… ．、l・ ・ー ・・・ ••• 937 
サルファ剤p 髄液移動性ーーー…一・・・ー……・1292
サンドマイヤー 犬・・・・・ ・ •••·• ·•••••••••••• ....・2469
酸素欠乏，脳一一一一一…・・・・ー ー1991
ン
脂 酸・ ・ー・……ー …ー....…・・1807,・2459, 2472 
脂質投与一一－ ー ・ーー ・ー ドーリーー •• • •• • .• 937 
脂質乳剤輸入一一一一一－－一一一ー ・ーー… ・ ・ 1356 
脂質，栄養学・ーー・ …－・一…ー1356, 1645, 3008 
脂質投与…….......……ー ・ ー……・2470
脂質輸入・…－－…・ー ーー ーー 一ー－…・・一一2653,3682 
1旨酸ペーパークロマトグラフィー…1178, 1807, 3043 
脂肪代謝p 肺臓ー…ー ……・…・ー・・ーー ・ ・1811 
脂肪吸収…一… …・・ー … ・…一・ー……・ー.2897 
脂肪肝ー ・ー ・・・0・ーリ一 一－－－－•• ・… 1ー613.2028 
脂質代謝－…ー ・ー・・……；，1631, 2668, 2820, 3298 
脂 肪－－－…－－ .・ー ・…・・・ーーー ・ーー いー 184 
脂肪貧喰－ 一ー …・・…－ ・……－－－ －一… ー… 426 
耳下線粘表皮癌ー…・…・0・ …・・・・－…－ー 一711,994 
子宮附属器腫蕩ー・・………・E ・E・ ・・……一・.301 
子宮円靭帯静脈癒－…・…・・…………・・・・・・306 
島田 『傍・・・ーーー － ……… … 一 • 1045 
島川 勝文・······ ····~ ・・・ －ー ・ ・一……・ー ・・・2128
島田 泰男一－一－－…一・…・・・・・・0・ … ー 1ー645







縦隔腫疹－ － －－－ ・………・・… ...ぃ・・・• 1044 




十二指腸乳頭下部癌－ ー・一・・・・・・ ・・… ・ー・・・2429
十二指腸閉塞…・…・・ －ーー…............•• 1016 
十二指腸壁・・・一－一ー…一 e ・e ・e ・ ・・・・1334
種子骨障害 ...…・…－－－…ー ー ・ － － e・2177
繊毛結節性滑液膜炎.....・・・...－－・一…一一・2478
繊毛性ゴナドトロピン・・ー一一....・..一…・・ー 158
上皮小体，神経支配－ … …u ・・・…－一 •••• ・2481 
13 
静脈内投与，サルファ剤ー ...........…－…ー・ー1292 
上腕骨小頭核…ー ー…・・・一一一…… 一...2375 
上腕神経叢麻痔，外！仏性ー・ー…－…ー・・一－ー・ 714
出血， 大量 － － e ・0 ・ …－…・・…・ー 718 
腫疹組織中の亜鉛量ー •••••• ・・0・一一・0・・・ ・ 499 
腫湯組織乳剤－ －一ー ・ー・・0・…－一一…..・ e・・1867
消化管出血 一ー… ・・ ・ … ……・ー … ・ー 2ー88
桧果体， －－－ －－ …… ・ー－－一 … ….. 432 
食道・胃吻合創ー…ー…－…一－－ －－－…ー・ 1ー766
食道・空腸吻合創・……・ー… ・ー ・ー ・・ ー1766
食道炎・逆流性一一－－・一…・ー ・・・ ・200, 2087 
食道癌…・・… ー－－……ー・一… …－ • . 1044 
食道憩室… 一 ……ー … ……  ー ・…・一 •.. 718 
食道再建術・一一・ー………一・・・2222,2246, 3376 
女』性水腫・一……....…… －－ー ・…一 一…・ 702
徐 積鑑一 ・ー ・…・・・・…… ・・ ー……..3682 
ショック，初期… ・……・・…・ー…… 一 • 394 
神経支配，大血管一一一・…… ・……一一・・1560
神経支配，横隔膜筒状斑ーー ー一一………・2920
神経叢移植ー ・ー…ー …...一 一・ー 一ー・……...3488 
神経組織一一一一………………・ …・……・・3449
神経組織，解臓ー・ー…・......…・・ー …ー ・…－・・3471 
神経組織p 腫蕩・……・・・・・………一 一 一一・3590
神経組織，甲状腺ー…… …ー・・ ・・・…ー …・…ー 3411
神経線維…ー・・ーー…・・ー 一・・・・・・・・…..・3564 
神経終末p 筋一一－ … … 一・・・… －・ー ……・2473
神経生理学…・ーー・・・・・・・・・
神経分泌…・・一 一ー........…… ー ・ …ー1719,2157 
神経病理学一…………い司…… －…－一 一一… 345
神経終合－ ..… … ・一 … 一 … ー ・ー …・・・1734
心 筋 …ー ・・ぃー ーーー・・・ ・ ・ー ・ー0・・…….2527 
心筋使塞p 陳旧性－・…・一一一－－ －一…－・ー・.664 
心筋便塞p 実験的…ー・…－－……........ 455 
人工骨頭置換術…・ー……・ー… ーー .....一一一1044
人工食道… ー－ －－… … ・… －・－… ・ー …ー 一2246
真性半陰陽－ ・ー ・・…一… ・ー0・ぃ…一・ー・ー1029
真珠腫 ー ・ーー …ー ……...… ........ 645 
心臓血管反射－－… －・・0 ・・ ・ーν ・一一・0・ー …2498
振顕…・・ー －－－…一一一ー ......一… ・716
心電図－ …ー－ 一………－一…・ ....• 1447, 2527 
心内子/-r.f，直視下一一－一…・ ・ー・・一...... ー371
心膜炎，収縮性・・ー －－－…ー・・・ー ・ーー1666. 2527 
心 膜…ー…." ..…－……... .・..・・・....2481 
自律神経 －…．，ー ・ . • •• .. 2258. 2314 
14 
腎移植ー ・ー ・ー ーーー ・・ …・ー・ ー・ ・・・・・2844
腎出血，特発性 …－ ••• 一一－－ 一一一・・・・・2446
腎臓混合瞳疹p 胎生的ー…・…………・・・・・ 690 
腎結石…0・0・..・…・0・0 ・・・・・・ ・ー・・…・9・1039
ス
勝臓，神経…・…………ー・・ー ・…－－ －－－ ・3471
2率臓炎ー ・ー ーー ・・ぃー ・・・・・ ・ー ・ ーー ー ・ー2479
2苓臓全別一・…・一.......・ ・・ …・・・1613,2028 
豚臓軍基自重 ・ ・ ー・・・……・ー ・ー713,1002 
豚全刻犬・ーーー ・一・ーベ ー ・ー・ー いー ー2470,2992 
豚頭癌…・一 …ー ・ー…－－ … ・……・・ ・・ … ・2479
箇膜ー・ー 一ー ・ ・ー…ー ・……－－－……….2761 
髄液隆内注入…・・リ ーーー・… ー…………・・2761
7.k腎症p 先天性ー －ー n ・－一・・…・ ・田…...・・ 2ー886
水分分布， 生体内－－…ーー・ー …・.......…一・3028
杉浦 慶男…ー・…・…・…－一一一・ …ー－ ..・2481
杉浦 純官ー …・…・・・・・......…－ … ・・・・ 680, 1929 
杉谷 章・…ー ・・ ・・・…一....・2834,3793 
杉本 雄三ー ・702,711. 712, 713. 1006, 1020, 1505. 
1506, 2429 
鈴木克義.......…一－－－－一…－…・・2643
鈴木 倣一ー …..…… … …・・・ー 1505
鈴木 昭二……ー …・ー ・ー・ ・・・……・ 一 ・976,2394
ストレプトマイシン濃度ーー… ・・ハー…ー ・714、2475
セ
制癌剤 ・4 ・・・ー ・ ・ー … ・‘ ・ •• •••• ・2351
清家澄保ー .••. • ・・－ー・ ・ ・・ ーー2883
清家隆介4 ・ －………・目 ・ 4 ・ ・1044 
性腺刺戟ホルモン・ 一一..........・・137
性発育－ ・…・ ー ー・一....・3097 
性ホルモン ……・・ ー • 1595, 2470, 3215, 3243 
生理学的研究，血管知覚 ・ ・…・ ー一 ・2932
脊椎関節突起内分離ー ・・・・・・ ・ー・....・2465 
脊髄液痩ーーー ー ・4 ・・ －…・・ ・ ー1925
脊維事＊突起カリエス ・0 ・白・・・ー・・ ー 313
仔推IJ’hι； .... ー・ ・・ ••• ・・ • 1456 
脊髄神経鞠腫・ ー ・ー ・ー ー －ー h 九日 ・1929 
脊髄疹性関節症… … ・ …ー … ・・…・ー 706 
脊髄損傷－n ・・・・ 一・… ・ ・一 • •••• •• • 1734 
関谷 hl . .. . 1495 
接種結核一.......… ・・ー・ ・ー ・・・ ・一一 •• 1987 
瀬藤晃一… リー ベ・ ー・ー …・…・・1976
世良 敏行－－ ー ・ ー ・ー ・ー ・ー .ー....・・993,2403 
仙・尾骨縦裂像・ー ・・……… ・0・・ ーー・0・ー1505
線維筋遅ー..・ ー －ー －－－… … ...・ H ・・… 1506
線維肉腫 ……一 －－－－一 ベー …・－ ……. • ・1936 
前脊髄動脈閤塞症候群・・。・－・・・…ー・………・ー ・274
先天性水腎症ー ー ....ー ……… … －・ー ー…ー 2886
先天性胆道不遺症ーーー － － － 一… …ー一一2876
先天股脱－ － － ・ …・ぃ … －ー… …ー・…・ー1899
先天性勝脱外関症ーーーー……・… … ・・…・… －ー 700 
舌下神経 E ......ー … ーー ー ・・・ ・ー ・・・・・904 
、ノ
造影剤u. . ーー ••• ，． ・ーー… ・ー …. ・・2761 
総頚動脈内移楕p 腹水肝癌一..・ .....… 一1313
組織化学的研究p マウス乳腺瞳場・・0・・・ー ・3259.3613 
創傷治癒一ーー…・…ー … ー • • • • ・・・・・3313 
僧帽弁交速切開 … ・…・・ー ー…一一......・997
総胆管空腸吻合 ・・ー ー ……… ・・・•.• ••• •••• • 759 
定関節変形． ．，…・ーー ・ー・ ・・・・…目白.....司・ 716 
臓器親和性p 悪性腫疹－－－－…ー…－ ーー1580
鼠撲部知覚過敏帯・… 一 ・・… …－…・…… ・・1887
鼠径ヘルニア，…・ー ・ …ー ・ー …一.....・・306, 1045 
タ
体外培養（マウス手Lf:li:l ・0 ・・ ・・・ ・・ 4・ ・1595 
胎生的腎臓混合麗疹ー…・ ・・・ ・ー リリ 690 
第2ケーラ一氏病…ー … … ・ー …ー ー ・ ・ー 1045 
対応運動皮質部 ー ••• s … ・・…・…・・一ー 2ー748
大脳皮質 …・ ・ ーーー ーー … ……ー・0・325
大 網 ーー ・ー ・ー・ーー・・……－ ・・ー・……… 1ー966
大網リンパ節結核－一・ ー…… ・・・… ・…………3816
大量吐血 …....… ・0・ － － … ・……ー 1006
大量出血ー ...........一 － － e・e・－…・… 718 
高木寛..............…・ ....・ ー487
高三秀成..・ ーー ぃ…－－－ － • ・・2108. 3386 
高橋哲良… －－－ －－－ ・・・ー ーーー ー 248
百五槻春樹－－…・ ー ・ ••••• ・・2087 
高山 晴夫 ー －… ーー・ 0 ・....・ 676,1035 
高山 久三ー ・ー ・ー‘ー ・一 一ー ・…..... •• 1867 
武井 康平・ハー ・・ ・・…・…－－ 1-156 
15 
竜田 憲和－…ー・ー… ・ー… ・….......717 I 腸管膜様包褒・・・・・・ H ・－…－ e ・ a … … …・2417 
滝 幸久ーー・ー ー ・ー ・・ ・ … ・・ー・1278 
宅間 帖…・…・・…・・・……・一一－－－－－－一…・ 1955 
琢磨照夫………………・・……………………ー 1734
武田 惇－－－…ー ・・ ……－－…….....・H ・....1029 
武田 温雄・一－……－－一…－…・・・…－ー・一 1959 
武内謙三ー－－・－－－－一一一 ・…・ー…・… …3816 
武内 敦郎・・・・ー ………・・・・…・・・…664,717' 1067 
伊達政照－－一…ー・ー …ーー一一司ー ・ー一1932
田坂 兼郎ー－ … ………・・.・.....・ー・..・…ー…・・2476
多祉症（マウス） －－－ － －一 一 ・ー ーー ー ー・1551
回中 実 －ー…－…… －… ・・・ ・ー 一一 ・・・3097
田中 稔…・・ー … .....・・ー・ーー ・ー … 3ー139
田辺 賀路…・・・・…・……・…・…........………ー711
谷田部貞男ー一……… 一… ・… e・e・－…一 706
多発性骨髄遁・……ぃ…...・ H ・－一一・・…ー …・・1480
多発性筋炎……－ーー … ・・…－…1197, 1384, 2325 
多発性骨髄炎・ー・………・ー …・………・1197, 1384 
田原浩明一一ー・ … 一…・………・・・・・・・ ...…2893 
玉置光徳…・……－一…－－…－……...,. ・・3028 
田村哲男 一ーー 一 ー…－－………一－… … 2477
唾石症 －－ －一・・・・…・ … …... ・ … ・・・3808 
男子乳癌ーー・ ・ー ・・・・・・・・・・ ・ー ・・・・・1506 
蛋白吸収－ー…ー・ ・・…・…… 一ー ・ー 一ー....205 
弾髭頚 －－－－… ・・・・……ー… ......…・・…… 716
弾箆指－－ ………・........ 一 … …ーー 一2479
胆嚢一 一… … ……………・ー・ ・・・・…・ 759
Jil.嚢刻出・・－ …－…..・ H ・－－………－－－－－ ・1506 
胆嚢姶、転・・・…・・・－－－ －－－－－－ －一 •••• ••••• • 1495 
丹 信敏......・・……・・・…・・・・・ー・一一 •• 1178, 1807 
丹毒ーー一－－－－ ・・ー ・・ ・・ ・ ・ ・ー 1ー020
胆道不透症（先天性） ー…・・・ー...・・ 4 ・・…・・2876
唾液腺混合腫癌 ....・ 一 一一.......…－－… 652
腸間膜血管閉塞症...........… … …ー－－ … ・1507
腸間膜鍾癌一ーー ・… ・……・0・… ・ • 1973 
1場開摸動脈閉塞症・・…・…－ー一一一ー.•• 1507, 3401 
腸吻合ーー…・・ーー － …・ー，，．… －一一…ーー ..・2050
腸重積症・・・ ………－ ……… … 一・・・・・ • 1497 
腸捻転症cs状結腸）・一－－… … ーー…・・・・・・1501 
中脳中心灰白質・…ー 一 －－…・一・・・・・……...325 
中枢神経 （形成異常） ••••• ••••• ••• •••• ・ー …・・… ・2472 
中脳水道 －…0 ・・……ー ・ .......・・・・・…・・3386
中脳中心灰白質－…・…一 ー…－－一－－・ー・ ・ー・・・1511 
長 靖磨……ーーー －… ー ・ー 一－一・・ 716
直視下心内手術 …・ー ・…一一－－－－－・…－ー 371
直間膜パチニー氏小体・ーー・・・一－…… ・ー・一 ・・3330
直腸癌 ー－ー・ … ・－ー ー ………・・…・・ ・ー・397,301 
直腸切断体tr・＂…・ …，......一－…....・H ・－…………1035
直腸肉腫・一 一……・・ － … …....・H ・－…… … 297
直腸勝抗… ・ .........一 …… －－－…－… ・2883
直腸内皮細胞蓮ー … －一……… ーー・… －ー ー ・2438 
中斜角筋々膜......一……ー・・．，ー ・ー・…ー・1936 
中枢神経系変性軸索・……・・…ー ・ぃー ・・・・..・・・855, 2718 
中枢神経…・山一一－－－……………－－－－ 一 一2761
知覚神経（牌臓）…・・・…一 一－－－ … …… 3073
テストザルコーマ・フィロデス・・ー一ー …ー・・ー 1043
腸閉塞…・・ ・ー田・ー・ー ・ ..• • Eト・…・・・…294,3777
、？｝
察 東隆…・一 ・・・ 1313 
椎間板ヘルニア－ … －・…・ーー ー …ー ・ー2473
頭蓋内気腫ー…・・ー ………ーーー・ 一 一ー • 1508 
頭蓋内石灰化寵 －ー－ ….......，・一一一一1443
顕蓋内転移ーー ー… ・ー 一 …・ぃ ・・.....•• 1313 
塚崎 義人・ ・・・ ・ー …ー ・ー・… ’ー ・一－－－－ ..・1016
チ ｜ 塚田 朗…・ー …ー・ー ・… －一一一… …・ ・ 711 
｜ イ同 光雄・ －ー ・・・・・ .......…・・・ー 2222,3401 
虫垂炎ーー ・・ー ••• • .... 1197, 1887, 2~H2 I 土問精一ーー ーー ........・・0・0・・ ...・・・・1090
虫垂切除。........一 … …・・ ・ ー...1043 ｜辻 秀哉.......・・0・e・e・－…－ －－ －……・・・ γ1939
虫垂手術 …・…・・・・ー 一 •.• • ...・ • ・2452 I 土屋涼一 ・ー ー ・ー ー ー －－－－－－ー ーー 1147
虫垂卵管肉芽腫ー…..... ・e － ー－ ・・・・2434 
虫様突起...........一・ ・ーー －一.....・・0 ・・2258




恒川 謙吾 ー・ー・297,652,7 1 2,99~ .2421, 2932,2949 
頭部（骨腫） ・ー ・0 ・・ー …・ … …ー・・・・3391
頭部外傷 司・e ・56,39J716, 877, 1278, 1413.1719 
鶴海寛治一－ e ・・ e い E ・・716,l!H.1, 1505 
16 
ア
テストステロンー ・・・・ ー・ー E ・ 1目・・ … ー • ・2410 
低蛋白症（術後性） ・ー・ー ー・…－ ・ー ・ー・ー－・3399 
デーニス・ブラウン氏手術ー・・・ リ・・・0・......…ー 1045
テラトー7 .・ E ーー ・・・・・・・ ・ー・・ 一・・・..・・2108
てんかん… ……………………… ....…ー ・ー 2472
. 339 
餓嫡（橋性）ー ー ・－… ……・・ーー・… ・・ー ー1047
電気生理学…ー一・・ ・・・a・－－…・・ …ー・…ー ・ … 325 
電子顕微鏡.........一一， ....一1396,2258, 3330 
ト
動脈切術………一 一… e・e・..... •·••• •• ••• • ・2476 
動脈性副血行路（肝）ー ・・・ー ー 一……........・・2964
特発性筋ヘルニア…ーーー・・ーー …ーーー …ー・・・1043
土倉一郎ーー •• •••• •• ・・・1384, 1923, 1936, 1987 
吐血（大量） ・ー・…・… ・ーe・・ 一・ 6 ・一一 ー・1006
戸谷源、由ー ・・・・…ー ・・…・…・・ー ー ・…，・3259
糖尿症（実験的）・・－… －－・・……・937,1091, 2470 
戸部隆吉u 日 ・…… …ー・・・・•••••••••••• •• 184 
トルコ鞍ー. .… ...・ ・・・ ・.....・ …ー 2733
食喰（脂肪） － …ー …・・ …ー一・ ・・ ・・… 426
食喰（カルミン）－….......…一 ーー－－ ••••••• 416 
食喰細胞（脳内）ー…… －－ 一・…・・・・・416,426 
?
内臓運動反射－－－一－一 ・・・・・・4 ・2949, 3503 
内臓・皮溜相互作用ー一……・・・．．， .....…・3503 
内藤 芳徳・・・・ー ・・ ・ ・ ・・・田…・…・－－ •. ••• 205 
内皮細胞腫，直腸 …ー ………・…....・H ・－－…・2438
内分泌臓器－ •• • ・・・…ー… ・… ・ー ・ーー ー－113 
内分泌、的研究ー・ .ー...・・・2733,3199, 3279, 3633 
内膜刺戟，血管反射一－ ••••• ・ ・・ 9 ・ー・・1743
ナウタ氏選択的鍍銀法…・・・…・0・・…..・・・・855, 2718 
長石 忠三 ー…・・4・ 0・… ・…・ー・… •• 2ー472
長尾 道雄ー ，．．．……・・… 一・ー ・ …ー …ー 1507
長崎 寿志－ ・・ー・ ・・ ・ー 一 一 －－－－－…2718
中瀬 明ーー…・…........ －ー・・ー・…24.69
中野 進一……・・・……...........… 司ー ・・3503 















肉芽腫ーー－－ －－－…・・ 一 一 ・・・………・…・2434
西田 茂樹。 一…........…… ・…－…、一一一ー ー1026
西部仰ニ －ー・ ・ ・…… ーー…ー・ ・・3!99
西村耕作 ......・.........・ ー ・ 一・…2820
西村和夫 ー・一...・ a・.........•• 1039, 1470, 1480 
西本 勝美 ••• e ・ 4 ・ ・e …－ 一ー・・ ー ーー 301
日本住血吸虫症 ・・・・・・・…－・ー ・…・ー－－一・・1043
乳癌－－－－一 一........・・ー ・1506,1595, 2410 
乳腺炎，結核性 一 － a … ……ー ・・ー ・・1506
乳腺腫疹 ・・・721. 1784, 2470, 2803, 3179, 3199, 3215, 
3243, 3259, 3279, 3613, 3633, 3727 
乳腺肉腫・ ・…・… ，．ーー ー －……… 2478 
乳房肥大ー ・ー … …・・・・・ ・ー ・ － e・ー ……・… 2403
乳房美容成形術－ ー ーー …ー・一一・・・ー ・… ••• 660 
尿管廻腸勝脱吻合術，両側・……・ー・一一－－ ・・3826 
尿中エストロン ・エストラヂオ ルーー －－…リ ー1784
尿中カテコールアミン…ーー・・0 ・.・ーー・… ・・2834
尿中17ケトステロイドー 一－ .....….....・・・ ・・・3279 
尿中17・ヒドロキシコルチコイド…ーー …・・一…ー 3633
尿中プレグナネヂオールーーーー ・ー・・し・u ・・・・・3199
尿道下裂ー －－－－ー 一 ー …ー・…ー …・・・・…ー・・ー 1045
尿鼠症………………………………… …・一一2157
尿路結石－ － －一一一...・・ー… …ー … ……－一2452
任怠心持停止－－－…・・…...・H ・－－－－ ・ー …. . •• 371 
ニンヒドリ ン反応－ ー •• •••• ・・・ ・・ ・a・－一… ・2469
ネ
熱傷ー ……・・・… ・ー … ーー …一一257,6l4 
ノ
ノイロプラスト ムーー ・ー・・ー ・ー ・・ー …ー・ ・・・2478 
脳下垂体前葉… ・ー ・…… － ・・ー・・… … ー ・721 
脳幹ー ・ー・ー …....... ・・・・・ ・ー ・ 25 
脳 胸…－－ －－……・・ー ・・ ・ーー ・ー ー ー 1492 
脳グリオーム ・ ・・・・・0・ ・ ・ e ・・ー 2381. 2"72 
脳血管局 …－－ ・ ……・ ー・ー… 一 ・2471
脳室髄喪系p 病理…・・……・・…ーー・…・・・ー・・・…1292
脳安造影 ーー ーー一一・ …ー ・・ •• 82, 2478 
脳性小児麻癖， J脳病変 ー ・・・・....... 248 
脳脊髄液凄................ …ー.....・ H ・...・句。....… 1508 
脳腫湯…ー一… 一 … ・ … ・ …・・2470,2697 
脳振塗ーー・！・・・・・・・・ ••.••••• ー ........ 2713 
脳動脈癌ーーー・・ ・ ………・…ー … 一 一2471
脳内食喰細胞ーー… .......ぃ・…・・… ..・416. 426 
脳 e波一 ー ••• •. • • ........……ー …・ー・2748
脳浮建ーー…．．，．ー一 －一 … ・…・・……・・……3121
脳嘆性反射－ーーー…－ ・ ー・ー……・……2181
嚢彊腎 ・－－－… 一ー ・e ..……ーー…・一一 713
野川徳二－－……ー…ー・ーーー2181,3391, 3399 
野田文男一ー・・・ー 一ー.....2410. 2653 




林 一彦……υ ・…・… ・－ 一一－ …… 1506
林 敏彦・ー ・ー・...一一一’一… ー … ー 394 
材、 弘 ー ・ 一－一一・……・ーーーー・ 4 ・・3613
原田 直彦一・ 0・目。…－－……・ー・－ －….. ・825,1917 
半陰陽，真性’ー…－－…・一一， ……… －…… ・1029
半田 譲二ー …・ ・ー ………一 － ….....……一 .712 
半田 肇ー ・ 一ー一一ー ・・・・・…・ .....2471 






















































































ハ千ドロコーチソン ・アセテー ト－－－－－－－－ ・・2479 
ハ千ムリッヒ・カプリィリュー術式・ －…－－…... 3375 
バイヤー氏病………ー…－ 一－ • • • • ••• 987 
肺婁痘－－・……－… －…ー …・ー………・…・ 1492
肺化膿症ー……ー…一一ーー・……...・a・..… 285
肺虚脱症一ーーー......・H ・－－……… …・… －一 ・・2475
肺結核外科的療法…・……・…・…・…一－－－.. z413 1 フ
肺氷腫一一ーー ー 一ー －… －…ー… ・…・…ぃ2204,2472 I 
肺全易リ除術…・…ー ・…・…・・…ー ・・・ー ーー…・・・・・…2478 I フィラリア症 ・ーー…… •• ・ー ・一 • • • . 2889 
肺臓，脂肪代謝.....…ー……ーー－－－－…・……rn11 I 不可欠脂酸・ーー…ー …一 …・…2469,2472 
肺葉切除 －一ー………ー… ・ー•• ... ・680. 1046, 2403 I 深田斉迫 …ー …… ……・－一 ・一ー・ー・…・1631 
肺動脈弁狭窄－－…・…一－一ー……ーー ・ ・ 670 I 腹腔大血管一…一一一・・ …ー・……ー…・ー・1560
白血病一一…..…一－－－ …－…一－… 一－ • 1so1 I 腹腔内吸収路ー ・一・ー ーー・… …………………2351
箱回 充昭一……－……ー・・・・…..・ H ・－ －•· 345 I 腹腔内癒着防止…・ ・ ・一一 ・ー ・ー…………一 • 3757 
端野 博康ー…・…一一…………一…………1011 I 腹水肝癌－－－…一…・・ ・……・ー ・・ー ー…. • 1313 
橋本氏病ー……・・…・… … ……ーー 280. 1932 I 腹水犬.......・H ・.......…… …ーー……・・3430
破傷風…・ …......…… 一－－ … 一・ 1043. 2478 I腹痛……… ・.......・ a・… 一… ・…..... ・・3391 
バター貰－－一ー ー …－ ...… … ー 560 I 腹壁腫癒 ..: .… …・…一 …・一....・H ・－…・……・2451
パチニー氏小体－ －－一 ••• •••••• ……ーい 2643 i 腹膜炎，結核性 ・ー……・・ ーー －… … …・……・ ・1505 
花島 rn >・・ ・ー ・・ ー…ー・・…・ー 1043 I 腹膜外勝脱破裂…・…ー ・…… … …一一 "・ 1506 
花房節哉・・… 一－一 ・ ・ぃ． ，一 ・ー一 、1356 i腹膜隆ー ・… 一ー一 … ……・ …ー－－－ 802 
羽根田豊 ・ ・ 721 i副腎神経組織 ・・・ ・・ •.• ・3449 
馬尾神経！虚疹一 一－－－…－… ー..・一一、 645 I 藤井 浄…一－…・－一・ー．、．、 ．．．司 ・・・3073
18 
藤田 隼夫……・ー ・・・ー ・…・・ー …ー －－－…－－ . ・1826 
藤田竜五郎－－－……....・ ・・・・・...一一 ・ 877
藤野 昭三 ...・・ 4 － ーー ......・ーー ー ・・2668
藤原 憲和－－・・ー－－－－ －－－－ －－－－ ・・2325
プベルタスプレコックスー ・・ ・ー ・ー・・ ・ー・・ 158 
プライマリ アルドステロニズム……・ーー ・714, 1911 
プラスミンー －ー－－－－…－－－－－一一－－－－－－－－－・ ・487
古家 正年一…ー …・・・・ …・…ー …・・－ …一.1506 
分裂第1中足骨種子管障害………・……ーー・・・2477
’＼ 
平滑筋，虫様突起…....・ a・－－…・................... ・2258 
閉鎖孔ヘルニア・ーーー…・……...・H ・－・・・……－ ・2476
ペー ジェット氏病・・・・・・・....……………………・1505
ペニシリン ・・一－－ ーー・ ・一一・・・・・・ー・・227,1987
ベニシリ ンp シコ ック ・・ー ・ー・・・・・・・・308,1461
ペーパー・エレクトロフォレージス・
ポラログラム ー － ・0・・...ー……...・・2469 
ペーパークロマトグラフィ－， 脂酸ー・1178, 1807' 3043 
ヘルニアー ーー ・ －ー ー ・ ・ 一－－－… ・・・・1043
ヘルニア門閉鎖法 ..一・…・－－…………・… ..1045 




勝脱上皮ー… ・ ？ …ー－ －－……・…・－ －－ 825 
勝脱破裂…・ ???????．．?．?．?．?
放射性同位元素 p3'.' ．．・…－－…..・H ・...・966, 2668 
放射性ヨードカゼイン・ －….....・H ・－－－－……...205 
放射性ヨード標識オレーフ泊 ・・・・・・・・・・・・・2897 
放射線治療…ー・….…一……………－ 一…・ー・1507
絢野 幸吾… ・・－－ －… ・…ー…－・ー …・… 一127
病態生理，肝動脈遮断ー…e・e・－－ ・…・ ・・・2472 
堀尾 資郎...・H ・－ ・ー・・・… － ・…… 697
郷 照太良ー …・・ ー ・・・ー ・ー ・ー ー・ 0 ・h ・… 516
ボリピニル ・ホーマル ・スポンヂ・・・ー ・2560, 2778 
本庄 一夫....・….・ e・－－－ －… －－一2471,2472 
本出 真三 ・ …ー ・……… ………・…・…－…・3330
マ
前田 敏郎－－－ 一－－ …－………・・・…1197,1973 
間狩 孝 －－………・ ・……ーー………3757
牧文形................… ・・・ ・2920,3085 
牧 安孝－ 一……… …e・e・－……… …・・ー 一3043
牧野文雄 ーー …ーー ・……．．． ． … …...1505 
間島 正徴－ －ー… ……・…… ・…・・・・・・ー ・ーー 1766 
麻酔剤－ 一ー －………・・… ー .ー.・...・ 0・・e ・ー2687
増田 耕作…ー ・・・…－…・・ ・－－－－… －ー •. ・・2897 
松井 章一・…...・a・4・ ベー －ー ... ・2803 
松尾 裕ー …ー …・…・・… …ー • ・2002, 2246, 3376 
松岡昇三 ・…………・ーー ・ー －ー－ ... 2351 
松田 晋・……・・・・・……一一－……・……田2469,3008 
桧永隆信－ －－………………………ぃ …..・ 1045 
松永守雄一 H ・H ・－－－・・… ぃ・ ・…..・H ・－…...・l, 714 
松村友昭・ ・ー…・……………・ … .. ・ー ー2475
松村 浩 e ・ー……..・H ・－－－…・町・ ・…・…・…・ 56 
松本 浩生.....・…－－… ・……・…・一 －－一 一3298
末梢神経…・……－…一…・・・・ーーー・・1099, 1396, 2314 
末檎動脈・ …・・ー ……・ー …ー ・・ ーー … …・… 1743 
7 ンソン条虫……・・ 噂ー ・ ・ー・・ …・・・ー.・711, 2462 
ミエログラフィー……・ 716,1429, 2473, 2473, 2476 
ミエロパーク・・・・・一.......・ ・・・・・ . 2476 
ミクログリア・・・・・・ー・ー ・ー・…・・ ・・・・・・416,426 
三沢郁夫…・…－……・……－一 ・…… －－一 713
三瀬 真一 .・・ ・H ・－一… 一・…・…・・・ …… ・3395
三原 恭治 ・ー ………－－ 一一… ・ー・ 2ー470,3243 
御荘基信… －－・…...・ …－－……・..・1501. 1966 


































迷走神経…・・・ー ・・・…… … 一 ……ぃ904,2204
迷走神経切灘総合・・… ・…・・..・0 ・ ・・3139
迷入勝……・・…....・ H ・－ … ・・・・H ・－－－－－－－－……・294
迷入副豚…・・ 一ー－－－…・…・一 一一・ー ・ー · ···•· ・2429 
免疫作用…・・……・.... … ………－－－－ . ・1826 
免疫元ー ..・……ー ・….....・H ・－ー…－・ー…… ー227
免疫現像い....……・…・………・・一一一 …・ー・..516 
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その結黒H ・H ・②清浄な肉穿面や ②新鮮な肋膜函を露出して、その治療回復を促進する
f適応症〉 一般外制、皮膚税・・・切断面、情髄 ~. 空洞亘書旦ん：傷感染を件ろ搬傷、骨折、JDl種、庁、 管署言。
胸腔内領域”・結核位膿E旬、混合感染膿殉、手術後或は創傷後のl血E旬。
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5cc lOA 50A 
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シロップーサルフアジン（アセチ Jレ）を主剤とするシロップ剤でlee
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その結果H ・H ・①清浄な肉芽面や ②新鮮な肋膜菌を露出して、その治療回復を促進する
f適応症〉 一般外斜、皮膚斜・・・切断面、骨髄~.空洞霊協火傷感染を件う鐙傷、骨折、血唾、庁、宿等。
胸腔内領主主・・7結核佐膿胸、混合感染膿掬、手術後五主は創傷後の血胸。
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注射液－20%lee 10A,5cc 5A 50A,10cc 5A; 10% 2cc lOA 50A 
5cc lOA 50A 
内服ー （0.5g錠） 10錠 20錠；粉末 25g, lOOg, 500g, lkg 
シロップーサルフアジン（アセチル）を主剤とするシロップ剤でlee
中サノレフアジンとして0.lgを含む 30cc 50cc 
点眼漉－ lee中サルフアジン40時およびパラオキシ安息香酸ブチ
Jレを含む滅菌水溶液 lOOee 500ec 












































《健保適用〉 注 Zee 5ee lOec 散 10｛音散 100倍散
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